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今回、報告書を上梓するに至った調整池等建設工事に伴う太田遺跡第 1次調査地点

(八尾市大田九丁目)は、調査時の平成 4年時点では、東西方向に流下する新大和川に

より分断された太田遺跡範囲の南端部に位置していました。

遺跡範囲の南端部で市境を画する藤井寺市域では、昭和48年に藤井寺市津堂三丁目

で実施された府立藤井寺高校の建築に伴う事前調査で、弥生時代から平安時代の遺

構・遺物が検出され、津堂遺跡として周知されるようになりました。

津堂遺跡内では、大阪府教育委員会・藤井寺市教育委員会による発掘調査が随所で

実施されており、縄文時代晩期から鎌倉時代に至る遺構・遺物が検出されています。

なかでも、平安時代後期から鎌倉時代中期においては、広範囲に展開する居住域や

「平将胤、源親方、藤原宗興」の 3名の人名を残 した解文が記された曲物を井戸枠 と

する井戸が検出されており、荘園を中核とする当時の土地支配関係を推定するうえで

貴重な史料を提供する結果となりました。

また、今回報告する大田遺跡第 1次調査においても、居住域および集落内寺院の存

在が想定される屋瓦が多量に出土しました。

このような調査成果を勘案して、平成13年度以降においては、新大和川より南部に

あたる太田遺跡範囲については、津堂遺跡と小学名から塔ノ本廃寺として遺跡名の変

更が行われています。

調査成果の速やかな公表は、調査担当機関に課せられた大きな責務でありますが、

今回の報告書の上梓が遷延したことについて、心よりお詫び申し上げます。

本書が地域の歴史を解明していく資料として、また、埋蔵文化財の保護・普及のた

め広 く活用されることを願ってやみません。

最後になりましたが、一連の発掘調査に姑 して御協力いただきました関係諸機関の

皆様に深謝するとともに、発掘調査や整理作業に専念された多 くの方々に心から厚 く

御ネL申 し上げます。

平成20年 3月

財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 岩 崎 健 二

し
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1.本書は、八尾市太田九丁目40他 6筆で実施 した調整池等建設工事に伴う発掘調査の報告書で

ある。

1,本書で報告する太田遺跡第 1次調査 (O O T91-1)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会の

指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が申請者から委託を受けて実施したもの

である。なお、平成13年度以降、調査を実施した太田遺跡の遺跡範囲のなかで大和川より南

部については津堂遺跡・塔ノ本廃寺に遺跡名が変更されている。

1.現地調査は平成 4年 1月 28日 から平成 4年 3月 23日 (実働40日 )に かけて西村公助を担当者と

して実施した。調査面積は約1000� を測る。

l.現地調査においては荒川和哉・鈴木義人 。林 成光 。松田恵―・鷲家規子が参加した。

1.整理業務は、平成19年 4月 から12月 にかけて整理係の原田昌則・尾崎良史が実施した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―岩沢玲子・北原清子・山内千恵子、図面 トレースー山

内、遺物写真撮影―尾崎・北原、写真図版作成―尾崎が行った。

1.本書の執筆・編集は原田が担当した。

1.現地調査および整理業務においては、以下の方々からの協力とご指導を受けた。 (敬称略)

山田幸弘・上田 睦(藤井寺市教育委員会)、 伽工苑都市開発、阪和住建lln

,アJ

1.本書掲載の地図は、大阪府八尾市発行の 1/2500の 地形図 (昭和61年測量・平成 6年修正 。平

成 8年 7月 編纂 )、 八尾市教育委員会発行の『八尾市埋蔵文化財分布図』(平成19年度版)を使

用 した。

l.本書で用いた標高の基準はT.P。 (東京湾標準潮位)である。

1.本書で用いた方位は、磁北を示す。

1.土色は、小山正忠・竹原秀雄編1997年後期版 F新版 標準土色帖』農林水産省農林水産技術

会議事務局 監修・財団法人日本色彩研究所 色票監修に準拠 した。

l.遺構は下記の略号で示 した。

井戸 ―SE 土坑 ―SK 溝 ―SD 小穴・柱穴―SP
l.遺構図面の縮尺は適宜決定し、縮尺数値を提示 した。

l.遺物図面の縮尺は1/4を基本とする。遺物実測図の断面表記については、土師器・瓦器は白、

須恵器・陶磁器は黒、屋瓦・石製品は斜線を用いた。

1.土器の形式・編年で参考とした文献については、 p42に提示 した。
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第 1章 調査に至る経過

今回報告する太田遺跡第 1次調査 (O O T91-1)の発掘調査地点である大阪府八尾市太田九丁

目一帯は、八尾市の南西端に位置し、南部および西部が藤井寺市津堂二～四丁目と接 している。

発掘調査を実施した平成 4年時点においては、南部で東西方向に流れる大和川により分断される

太田遺跡範囲の南端部分に位置していた。

そのような状況下、平成 3年 10月 に申請者から、太田九丁目において調整池他を建設する旨の

申請書が社会教育部文化財室 (当時)に提出された。平成 3年 10月 24。 25・ 28日 に、社会教育部文

化財室により2m四方の調査区を10箇所 (第 1～ 10調査区)に設定した遺構確認調査 (吉 田1992)が

実施された。その結果、平安時代後期から鎌倉時代を中心とする遺物を含む包含層が非常に良好

な状態で広範囲に広がることが確認された。なかでも、第 1調査区では梵字文軒丸瓦 (吉田1992)

が出上しており、申請地一帯において平安時代後期から鎌倉時代に至る集落域ならびに寺院が存

在していた可能性が高くなった。このような経緯を経て発掘調査を実施するに至ったもので、三

者による業務委託契約の締結後、現地調査を実施した。

調査の結果、第 3区を中心として、平安時代後期から鎌倉時代中期の集落域に関連した数多く

の遺構が検出された他、寺院に関連した数多くの屋瓦が出上している。これらの調査成果および、

近接する藤井寺市域で行われた大阪府教育委員会・藤井寺市教育委員会による既往調査成果から、

平成13年度以降については、大和川より南部にあたる太田遺跡範疇については、津堂遺跡と小字

名から塔ノ本廃寺として遺跡名の変更が行われている。したがって、本文では遺跡の地理・歴史

的環境については、津堂遺跡・塔ノ本廃寺を中心とした内容を記述する。

第2章 地理・歴史的環境

津堂遺跡・塔ノ本廃寺は、大阪府八尾市南西部の太田九丁目に位置する遺跡で、南部および西

部は藤井寺市の津堂二～四丁目と市境を接している。地理的には、羽曳野丘陵末端部に位置する

が、江戸時代中期の宝永元年 (1704)に 付け替えられた新大和川が遺跡の北部を横断しているため、

往時の景観とは趣を異にしている。隣接する遺跡としては、北に入尾南遺跡 。太田遺跡、東に大

正橋遺跡、南に藤井寺市の津堂遺跡がある。

津堂遺跡は、昭和48年に藤井寺市津堂三丁目で実施された府立藤井寺高校の建築に伴う事前調

査で弥生時代から平安時代に至る遺構・遺物が検出されたことから遺跡として認識されるように

なった。

既往調査では、縄文時代晩期以降の遺物が出上しているが、明確な遺構が存在するのは、弥生

時代後期から古墳時代初頭である。⑤調査地では、土坑を中心とする遺構が検出されている。①

調査地では、古墳時代前期後半(4世紀後半)の土器溜が出土しており、南東約600mに 位置する

古市古墳群形成の初現期に造営された津堂城山古墳との関わりが推定される。

古墳時代中期においては、①⑤⑩調査地を範囲とする約200mに 亘って5世紀代の遺構 。遺物

-1-
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が検出されている。①調査地では5世紀前半を中心とする河川跡が検出されている。⑤調査地で

は、井戸、土坑(大土坑)、 溝、小穴、不明遺構が密集する居住域が検出されている。遺物として

は、土師器、須恵器、製塩土器、馬歯の他、祭祀的な様オロを持つ滑石製勾玉 。有了し円板・紡錘車・

刀子形模造品等の石製模造品が多く出上している。時期的には、田辺編年のT K208型式(5世紀

中葉)前後の集落と推定される。

古墳時代中期以降の遺構としては、③調査地で古墳時代後期の自然河川、⑫調査地で飛鳥時代

の溝等が確認されている程度である。

平安時代後期の津堂遺跡・塔ノ本廃寺が位置する一帯は F和名類衆抄』によれば、河内国丹北

郡の東端から志紀郡の西端に位置していた。

平安時代後期(11世紀後半)には、①調査地を中心に一町四方の区画内に掘立柱建物群を配した

集落が出現しており、その後13世紀中葉に至るまで継続して東方の⑩③⑤⑥調査地において集落

域の拡大が計られている。①調査地の第18ト レンチで検出されたS E01の井戸側に使用されてい

た曲物の上から8段 目には、「康和四年四月十三日守丸」、上から4～ 6段 目には「謹解申雑物進

上名簿帳事合イ百柴拾玖人平将胤絹百疋源親方穀三百疋藤原宗興練三百疋」の同内容の解文が書か

れていた。両者の筆跡が異なるため、進上の内容と康和四年(1102)と の整合の確証は無いが、井

戸の構築時期や荘園を中核とする土地支配関係を推定する上で貴重な資料と言えよう。この時期

の中で最も集落域が拡大するのは12世紀後半から13世紀前半にあつたようで、⑩③⑤⑥調査地で

は条里区画の方位に沿った集村化が認められる。⑤調査地では「コ」の字状に廻る溝に画された

内側に掘立柱建物群を配する方形区画の屋敷地が13世紀前半には成立しているほか、屋敷地の北

方には屋敷墓を構成する土葬墓が 1基検出されている。塔ノ本廃寺に関連するものとしては、市

教委による遺構確認調査の第1調査区および本調査地第 1・ 3区から出土した屋瓦類がある。本

調査地の第 1・ 3区を含む小字「塔ノ本」を中心に屋瓦類が出土している。平安時代後期(12世紀)

の梵字曼陀羅文軒丸瓦と梵字唐草文軒平瓦との組み合わせが創建瓦と推定され、屋瓦類の出上位

置から勘案して寺域位置としては、本調査地の第 1区付近が想定される。ただ、第 3区では廃瓦

を井戸側に使用した鎌倉時代中期(13世紀中葉)の S E103が認められるため、この時期以前には

廃絶していたことが推定される。周辺調査においては、この井戸の構築を最後に居住域としては

利用されておらず、集落域の移動があったものと推定される。鎌倉時代中期以降は、明瞭な居住

域が検出されておらず、以後、水田を中心とした生産域として利用されていたようである。

参考文献 (周辺の既往調査文献については第 1表に示 した)

。中井 均 1991「 中世の居館・寺そして村落―西国を中心として一」『中世の城と考古学』伽新人物往来社

・近藤康司 1991「 摂河泉の古代寺院(三 )和泉国大鳥郡塩穴郷 塩穴寺」『摂河泉会報 第16号』摂河泉地域

史研究会

・吉田野乃 1992「 22 大田遺跡(91-185)の調査」『入尾市内遺跡平成 3年度発掘調査報告書』人尾市文化財

調査報告25 平成 3年度国庫補助事業 入尾市教育委員会

・吉田野  々1992「太田遺跡出土の胎蔵界中台八葉院梵字員陀羅文軒丸瓦について」『摂河泉会報 第18号』

摂河泉地域史研究会
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第 3章 調査概要

第 1節 調査の方法と経過

今回の調査は調整池等の建設工事に伴うもので、当調査研究会が太田遺跡内で行った第 1次調

査 (O O T91-1)に あたる。調査対象部分は、調整池等の建設予定地の3箇所である。調査区が

分散しているため、西部に設定した二箇所の調査区のうち南部を第 1区 (約21だ )、 北部を第3区

(約 950∬ )、 東部に設定した調査区を第2区 (約 25∬ )と 呼称した。調査区の総面積は約1000∬ を

測る。

調査地では、調査地の北西隅に任意の基準点(XOoYO)を 設け、そこから東に175m、 南に

60mの範囲で地区割を実施した。地区割は5m四方を一単位として、東西方向にはアルファベッ

ト(a～ z、 A～ I)、 南北方向は算用数字 (1～ 12)と し、地区名の表記としては、 la～ 121地

区と呼称した。地点の表記は、調査区北西隅のXOoYOを 基点として、X軸がXO～ X60、 Y
軸がYO～ Y175を 設けX・ Y交点の数値を地点名とした。

調査では、第 1区で現地表下1.5m、 第 2区で1.8～ 1,9m、 第 3区で1.4～ 1.6mの機械掘削を

行い、以下0.3m前後については人力による調査を行った。

調査の結果、平安時代後期から鎌倉時代中期に至る遺構・遺物を検出した。出土遺物は、古墳

時代中期から鎌倉時代中期に比定される土師器、瓦器、石製品、屋瓦が出土しており、総数はコ

ンテナ箱 (40× 60× 20cm)30箱に及ぶ。

第 2節 各調査区の概要

第 1区 (第 4図、図版― 。一五)

■ a・ b地区に設定した調査区で東西幅4.Om、 南北幅5,3m、 面積約21∬ を測る。2面 (第 1・

2面)に わたる調査を実施した。第 1面は現地表下約 1.6mに存在する第 2層上面(T.P,+14.5m

前後)を対象としたもので、平安時代後期から鎌倉時代に比定される土坑 1基 (S K101)を検出し

た。第 2面は第 1面から0,1～0.2m下部の第 3層 (T.P.+14.4m前後)で検出したもので、出土遺

物から古墳時代中期の面が想定されるが、遺構は検出されていない。その他、第 1層からは平安

時代後期 (12世紀代)の梵字文軒丸瓦 2点 (3・ 4)と 蓮華文軒平瓦 1点 (5)が出上している。

1)第 1区 基本層序 (第 4図 )

第 0層 :盛土。層厚120cmを測る。上面の標高はT.P,+16。 10m前後である。

第 0′ 層 :N2/0黒色細砂混粘土。層厚15cmを 測る。

第 1層

第 2層

第 3層

第4層

5Y7/6黄色シル ト質粘土。層厚 5～25cmを測る。平安時代後期以降の遺物を多く含む。

7.5Y4/2灰オリーブ色シル ト質粘土。層厚10～ 17cmを 測る。上面が第 1面。

5Y4/1灰色粗砂混粘土。層厚13～ 18cm。 上面が第2面。

2.5Y4/3暗オリーブ色粗砂混粘土。層厚15cm以上。

-5-



tr/′′

津堂 (XNS―

ア サ ヒセ

津堂遺跡

今回
′σδ

1次 (OO T91-1)

乞蟄准埜

86-― 刊 〕′JJ
I  

・

I

(財)八尾市文化財調査研究会

大阪府教育委員会     ~

藤井寺市教育委員会
梨 ′

第 2図 調査地周辺図 (S=1/2500)

Y10 Y20 Y30 Y40 Y50 Y60 Y70 Y80 Y90 Y100 Yl10 Y120 Y130 Y140 Y150 Y160 Y170

第 3区

太田第

(X津堂

ヨ
諭
零

一一
・□
′吻 蹂 監

― ―
鞘 m恙

Y0
X0

Xl

X20

X

X

X50

X60

１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

‐１

‐２

KlmnOpOrstuVwxy

第3図 調査位置および地区割図(S=1/1000)

ZABCDEFGHI
o                    40m

:4」―件坪 豊■
i

||
平 V

日

Ｈ
■
日

■

■

■

日

abcd

-6-



Y5

|

:|

3  _‐

0                             5m

第 1区 第 1面平断面図(S=1/80)

0 客土
0´ N2/0黒色細砂混粘土
1 5Y7/6費色シル ト質粘土
2 75Y4/2灰 オリーブ色シル ト質粘土
3 5Y4/1灰色粗砂混粘土
4 25Y4/3暗 オリーブ色狙砂混粘土

第 5図 第 1区  S K101

出土遺物実測図

第4図

2)第 1区 検出遺構・ 出土遺物

・第 1面

上坑 (SK)
S K101(第 4～ 6図、図版―・一五)

調査区の北部の1l a・ b地区で検出した。南端部分に張り出し部

分を持つもので、北部は調査区外に至るため全容は不明である。検

出部分で東西幅2.77m、 南北幅2.34m、 深さ1.30mを 測る。埋土は

粘土を主体とする3層 (1～ 3層 )が堆積 している。遺物は 1層 から

平安時代後期を中心とする土師器、須恵器、瓦器、屋瓦等の細片が

少量出土している。2点 (1・ 2)を 図化した。1は瓦器小皿である。

約1/2が残存 している。口径9.Ocm、 器高2.Ocmを 測る。見込みのへ

ラミガキは直線文を放射状に廻らした後、短い直線で円形状に描 く

もので類例が少ない文様構成である。2は和泉型瓦器椀である。尾

上編年のⅡ-3期に比定される。遺構の帰属時期は平安時代後期 (12

世紀後半)である。
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3)第 1区 第 1層出土遺物 (第 7図、図版一五 )

第 1層からは土師器、瓦器椀、

屋瓦等が極少量出上している。屋

瓦 3点 (3～ 5)を 図化 した。 3・

4は梵字文軒丸瓦である。 3・ 4

ともに蓮華文八弁に胎蔵界員陀羅

の中台八葉院と呼ばれる仏を梵字

で表した梵字曼陀羅文軒丸瓦であ

る。径4,7cmを 測る圏線で区画さ

れた中房 内に大 日如来 を表す

(ア ーンク)梵字が連弁を示す文様

の上に記されている。周辺の人弁

には上か ら時計回りに宝憧如来

(ア )、 普賢菩薩 (ア ン)、 開敷華王

如来 (ア ー)、 文殊菩薩 (ア )、 無量

寿如来 (ア ン)、 観世音菩薩 (ボ )、

天鼓雷音如来 (ア ク)、 弥勒菩薩

(ユ )の梵字が表現されている。3

は瓦当面がほぼ完存 しており、直

径14.5cmを 測る。周縁はやや低 く

周縁幅は不揃いで0.6～ 1,3cmを 測

る。瓦当面周縁の調整はナデが行

われており、上面では丸瓦に向っ

て指ナデ、下面では瓦当面に沿つ

〔ャ:サ7決雹編忌≧雀二
混粘土

5B3/1暗青灰色粘土

第 6図 第 1区  S K101平 断面図(S=1/40)

ヒ

「

下 下 TT~~~-4上 _____―
― 一

二
甲

Cln

第7図 第 1区 第 1層出土遺物実測図
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てナデが行われているが全体に雑で、特に下端面には凹凸面が目立つ。九瓦との接合については、

瓦当裏面に丸瓦の形状に沿った窪みを設け、その部分に丸瓦を挿入するもので、上端部分に0.5

cm程度の補足粘土が足されている他、内面の接合部分には補足粘土を用い接合を強固にしている。

色調は赤橙色。焼成は良好である。 4も 3と 同籠の梵字員陀羅文軒丸瓦である。瓦当文様は丸瓦

の設置位置に対してやや時計回りにずれている。瓦当面はやや歪で直径14～ 15cmを 測る。周縁は

やや低 く幅0.7～ 1.2cmを測る。瓦当周縁部の調整はナデが行われているが、全保に雑である。九

瓦との接合については3と 同様である。色調・胎土・焼成は3と 同じである。 3。 4共に平安時

代後期 (12世紀代)に比定される。類例としては、当麻寺曼陀羅堂 (奈良県香芝市)、 塩穴寺 (大阪

府堺市)か ら同意匠のものが出上している。なお、梵字文軒丸瓦については、第 1区出土の 3・

4の他、遺構確認調査の第 1調査区出上の 1〕点(吉 田1992)お よび第 3区のS K107(135)を 含めて

4点が出上している。 5は キリークの梵字を中心飾 りに持つ梵字唐車文軒平瓦である。やや小ぶ

りで上弦幅21.lcm、 下弦幅20.2cm、 幅3.2cmを測る。外縁は全体に幅狭でやや上外縁幅が広い。

顎は直線顎である。平瓦部との接合部には凹面では瓦当面から5.5cm、 凸面では4.Ocm程 度にヘラ

ケズリの痕跡を残す。平瓦の凹面には糸切 り痕と細い布目痕、凸面には長辺に沿ってヘラケズリ

が行われている。色調は灰色。焼成は良好である。 3・ 4の梵字員陀羅文軒丸瓦との組み合わせが

想定される。市本芳三氏分類 (市本2001)の軒平瓦梵字唐草文のJ-6(12世紀代)にあたるもので、

日置荘遺跡 (界市)、 岡2丁 目遺跡 (松原市)、 はさみ山遺跡 (藤井寺市)か ら同籠瓦が出上している。

第2区 (第 8図、図版―)

8。 9GH地区に設定した調査区で規模は東西 5m、 南北 5m、 面積25ど を測る。現地表下約

2.2mに存在する第 2層上面(T.P.+14.9m)で平安時代後期の上坑 l基 (S K 101)と 溝 3条 (SD
101～ 103)を 検出した。

1)第 2区 基本層序 (第 8図 )

第 0層 :盛土。層厚200cm。

第 0′ 層 :N2/0黒色細砂混粘土。層厚15cm前後。

第 1層 :5Y7/6黄色シルト。層厚 5 cm。

第 2層 :7.5Y4/2灰 オリーブ色粘土。層厚35cm以上。上面が第 1面。

2)第 2区 検出遺構・出土遺物

土坑(SK)
S K101(第 8図、図版―)

8G地区で検出した。 S D102の北端を切っている。円形を呈するもので東西径0.7m、 南北径

0.6m、 深さ0.4mを測る。埋土は7.5YR2/1黒色シルト混粘土である。遺物は平安時代後期の土

師器、瓦器の細片が極少量出上したが、図化し得たものはない。

溝(SD)
S D101(第 8。 9図、図版― 。一五)

調査区のほぼ中央部で検出した。東西方向に伸びるもので、検出長3.2m、 幅1.8m、 深さ0.34

mを測る。埋土は10YR6/1褐灰色シル ト混粘質土である。出土遺物は平安時代後期の土師器、須

恵器、瓦器の細片が少量出上している。 2点 (6・ 7)を 図化 した。 6は瓦器小皿である。口径 9

-9-
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0 盛土

0'N2/0黒 色細砂混粘上
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朽_00m

S D103
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第 8図 第 2区 第1面平断面図 (S=1/80)

cm、 器高 2 cmを測る。 7は和泉型瓦器椀である。

口径14.7cm、 器高5.3cm、 高台径 5 cm、 高台高0,7

cmを測る。椀形で深い体部に貼 り付け高台が垂直

方向に付 く。体部内外面のヘラミガキは共に水平

方向で、内面がやや密、外面は上部のみにやや粗

く施されている。見込みには単位の細かい格子状

ヘラミガキが施されている。尾上編年のⅡ-3期

(12世紀中葉)に比定される。

S D102(第 8図、図版―)

S D 101の西に並行して伸びるもので、北端が

S K101に切られている。検出長2.5m、 幅0.55～   第9図 第2区 S D101出 土遺物実測図

0.6m、 深さ0.2mを 測る。埋土は淡褐色シルト混粘質土である。遺物は出上していない。

S D103(第 8図、図版―)

調査区の西端で検出した。西部は調査区外に至る。検出長3.2m、 幅0,1～0.25m、 深さ0.4m

を測る。埋土は10YR6/1淡掲色シルト混粘質上である。遺物は出土していない。

Ｅ
ｏ
ｏ
ｓ

，

0               10on

S D103   S D102

Ｅ
ｇ

卜
▼

α
ド
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第 3区 (第 11～ 47図、図版二～一四 。一六～三四)

調査地の北西端に設定した調査区である。東西25m、 南北38m、 面積950∬を測る。2面 (第 1・

2面 )に わたる調査を実施した。第 1面は現地表下 1.5～ 1.8mに存在する第 2a層上面 (T.P.十

14.8～ 15.lm)を 対象としたもので、平安時代後期から鎌倉時代中期に比定される掘立柱建物 1

棟 (S B101)、 井戸 7基 (S E101～ 107)、 土坑21基 (S K101～ 121)、 溝26条 (S D101～ 126)、 小穴。

柱穴87個 (S P 101～ 187)を 検出した。第 2面は第 1面から0。 1～0.2m下部の第 3層上面(T.P.+

14.4～ 14.9m)で古墳時代中期に比定される土坑 1基 (S K201)、 小穴 3個 (S P201～ 203)を検出

した。

1)第 3区 基本層序 (第 12図 )

第 0層 :盛土。層厚162cm。

第 0′ 層 :N2/0黒色細砂混粘土。層厚19cm。

第 1層 :5Y7/6責色シル ト質粘土。層厚 9 cm。

第 2a層 17.5Y4/2灰オリーブ色粘土。一部細砂を含む部分がある。層厚20cm。 上面が第 1面。

第2b層 :5Y4/4暗 オリーブ色細砂混粘土。層厚13cm。 整地層。

第2c層 :5Y5/3灰 オリーブ色粘土。層厚17cm。 整地層。

第 3層 :5Y4/1灰色粗砂混粘土。層厚25cm。 上面が第2面。

第4層 :2.5Y4/3暗 オリーブ色粗砂混粘土。層厚ncm。

2)第 3区 検出遺構・出土遺物

・第 1面

掘立柱建物 (SB)
S B101(第 10図 )

調査区北東部の 3。 4de地
区で検出した。 S P 141・ 142・

143・ 146。 149・ 151 ・ 155。 157

で構成されているが、他の多 く

の小穴が密集 しているため関連

が不明瞭である。規模は東西 2

～ 3間 (4.0～ 4.3m)× 南北 2間

(3,6m)の規模を測る。床面積

約15どを測る。主軸方向は磁北

方向である。 S P 155が 12世紀

後半に比定されるS K l13を切

るため構築時期は12世紀後半が

推定される。北に近接 し東西方

向に伸びるS D l16が 13世紀前

半に比定されるため、 S D l16

が建物の北を区画した溝の可能

性がある。 第10図 第 3区 S B101平 断面図 (S=1/80)
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井戸 (SE)
総数で 7基 (S E101～ 107)を 検出した。分散 した分布状況を呈 してお り、北部の lc地区で S

E105、 中央部 3cd地 区でS E106・ 107、 中央部東部の 5 de地区を中心にS E101。 102・ 104、

南端部の 7・ 8d地区で S E103が ある。井戸の型式では、素掘 り井戸が 1基 (S E107)、 曲物積

上げ井戸 2基 (S E 104。 106)、 曲物 +羽釜積上げ井戸が 1基 (S E 105)、 曲物 +瓦積上げ井戸 l

基 (S E 103)、 井戸側が不明なもの 2基 (S E 101・ 102)で ある。時期的には平安時代後期から鎌

倉時代中期 (12世紀後半から13世紀中葉)に比定される。

S E101(第 13・ 14図 、図版三 。一六)

5d地区で検出した井戸である。 S D109を切 りS K107に 切られている。掘方は南北方向に長

い楕円形を呈するもので、東西径2.21m、 南北径3.40m、 深さ1.53mを測る。掘方は二段で、南

部にテラス状の部分がある。井戸側は掘方の北部に設置されていたと推定されるが、井戸側が抜 き

取られてお り不明である。埋土は

7層 (1～ 7層 )か ら成るもので、

堆積状況からみて、井戸廃絶時に

井戸狽1が抜 き取 られた後は漸移的

に堆積 したことが推定される。

遺物は平安時代末期に比定され

る土師器、瓦器、屋瓦等の細片が

少量出上 している。 8点 (8～ 15)

を図化 した。 8・ 9は土師器河ヽ皿

である。共に水平な底部から斜上

方に口縁部が伸びる。10は土師器

中皿。11は瓦器小皿の細片であ

る。見込みに平行線状ヘラミガキ

が施されている。12・ 13は和泉型

の瓦器椀である。見込みには、12

に単位の細かい格子状、13に 平行

線状ヘラミガキが行われている。

13は体部外面の上位に横方向のへ

ラミガキが施されている。尾上編

年のⅢ-1期 に比定される。14・

15は土師器羽釜の細片である。15

は森島編年のA型式に比定 され

る。出土遺物の大半が井戸廃絶後

のものである。以上から勘案 して

井戸の帰属時期 は平安時代末期

(12世紀末)以前が推定される。

第13図 第 3区  S E101平 断面図(S=1/40)
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第14図 第3区 S E101出 土遺物実測図

S E102(第 15。 16図 、図版三 。一六 。一七)

調査区中央部東端の 4・ 5e地区で検出した井戸である。一部を検出したのみで、大半が調査

区外に至るため井戸側は検出されていない。検出部分で東西幅1.3m、 南北幅4.68m、 深さ0,4m
以上を測る。埋土は検出部分で 5層 を確認した。出土遺物は平安時代末期から鎌倉時代初頭に比

定される土師器、須恵器、瓦器、屋瓦、石製品の細片が多数出上している。13点 (16～28)を 図化

した。16～22は土師器小皿である。23。 24は瓦器小皿である。 2点 ともに見込みに平行線状ヘラ

ミガキが行われている。瓦器椀は4点 (25～28)を 図化した。 4点 ともに和泉型瓦器椀である。28

を除くものについては、形骸化 した貼 り付け高台を持ち、体部外面のヘラミガキが無 く、見込み

部分に平行線状ヘラミガキが行われている。28に ついては、他の瓦器椀に比して高台の形状や体

部外面のヘラミガキの存在、見込み部の格子状ヘラミガキを行う等の特徴をもつもので、25～27

より古い要素を備えている。28が尾上編年のⅢ-1期、25～ 27が尾上編年のⅢ-2期 にあたる。

1

2

3

4

5

1 0YR5/1褐灰色砂質ンル ト
1 0YR4/1褐灰色砂質シル ト

1 0YR6/1褐灰色砂質シル ト
25Y7/4浅 黄色砂質ンル ト
N5/0灰色粘土質シル ト

第15図 第 3区 S E102平 断面図 (S=1/40)

と
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第16図

S E103(第 17～ 19図、図版四・

一七～一九)

調査区南部の 7・ 8d地区で検

出した。曲物 と屋瓦を井戸側に用

いた井戸である。掘方の平面形状

は不整円形を呈 し、東西幅2.27m、

南北幅2.Om、 深さ1.27mを測る。

井戸側は摺鉢状を呈する掘方の中

央部に設けられており、 1段 目な

らびに2段 目が曲物で、上部には

細片化 した屋瓦の側面側を内側に

向 く形で60cm前後が積み重ねられ

てお り、最上部で径 0.5m前後を

測る。なお、 1段面の曲物井戸側

の外側には、井戸側の補強を目的

として、完形品に近い平瓦が縦方

向に設置されている。埋土は掘方

内が 1・ 3～ 5層、井戸側内が 2

層である。遺物は鎌倉時代前期に

比定される土師器、須恵器、瓦器

第 3区  S E102出 土遺物実測図

TP+1500m

5GY2/1オ リープ黒色粘土

10BG3/1暗青灰色粗砂

5Y3/2オ リーブ黒色細砂混猫土

5GY3/1暗オリーブ灰色粘上

N3/0暗灰色粗砂混粘土

④

―
X36

・帥１２３４５

監 下 下 TT十 一 ― ― ― 虫

m

第17図 第3区 S E103平 断面図(S〓 1/40)
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第18図 第 3区 S E103出 土遺物実測図-1
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Ocm

第19図 第3区  S E103出 土遺物実測図-2

の他、井戸側の上部に使用された屋瓦が多量出上 している。15点 (29～ 43)を 図化 した。29～32は

土師器小皿である。33・ 34は和泉型瓦器椀である。共に扁平な体部に形骸化 した高台が付 くもの

で、見込みに連結輪状ヘラミガキが施されている。尾上編年Ⅲ-3期に比定される。35～43は屋

瓦である。35は左巻きの三巴文軒丸瓦である。瓦当面の約 1/4が残存 している。巴はやや細 く、

尾は幅を減 じて約半周するものと思われる。珠文は中粒で隆起がやや低い。タト縁は幅狭でやや低

-18-



い。色調は黒灰色。焼成は良好。胎土中に 2 mm以下の長石粒が散見される。36・ 37が軒平瓦であ

る。36は瓦当面に対 して右側約半分程度が残る。残存部で幅 3.lcmを測る。内区の唐草文は鮮明

で隆起が高い。外区外縁は幅狭で高い位置にある。顎は直線顎である。焼成は良好で色調は淡灰

色を呈する。37は瓦当面に対 して左側半分が残る。 5と 同範の梵字唐草文軒平瓦である。色調は

淡灰黒色。38,39は玉縁付 き丸瓦。38は玉縁に径 0。 7cmを 測る釘穴が穿たれている。38・ 39共 に

凸面が縄叩き後ナデ、凹面には細かい布 目痕が残る。40～43は平瓦である。全て凹面には糸切 り

痕 と布目を持つが、42・ 43については製作台の痕跡が残る。凸面には縦位に縄叩き目と離れ砂が

付着 している。33・ 34の瓦器椀から帰属時期は13世紀前半から中葉が推定される。

S E104(第 20～23図、図版五・一九～三二 )

5。 6cd地 区で検出した。

西側が S E101 ・ S K105に 隣

接 し、南西部は撹乱により削

平を受けている。不定形を呈

するもので、東西幅2.83m、

南北幅2.75mを 測る。三段掘

方の南東隅で不正円形を呈す

る掘方内に曲物井戸側が設け

られている。この部分の法量

は、東西径1.57m、南北径1.40

m、 深さ0.83mを 測る。曲物

井戸側は、最下段の 1段のみ

が残存 してお り、径44cm、 高

さ20cmを測る。埋土は掘方部

分で 4層からなるが、井戸側

部分については断面図を作成

してお らず埋土が不明であ

る。遺物は曲物井戸側内から

平瓦、木製品、掘方内から平

瓦、二段掘方の上部から平安

時代末期に比定される土師

器、須恵器、瓦器、屋瓦、石

製品等が多数出土 している。

26点 (44～69)を 図化した。掲載した遺物の出上位置は、掘方内および二段掘方の上部からの出土

遺物である。44～ 50は土師器小皿である。51～ 531よ 土師器中皿である。54～ 57は瓦器小皿であ

る。見込みのヘラミガキは54・ 55。 57が平行線、56が渦巻状である。瓦器椀は58～62の 5点 を図

化 した。形骸化 した貼 り付け高台を有するもので、全て見込みに平行線状ヘラミガキを行うが、

体部外面にはヘラミガキを行う58・ 62と ヘラミガキを行われない58・ 60・ 61がある。前者が尾上

編年のエー3期、後者がⅢ-1期にあたる。63は土師器羽釜片である。森島編年のA型式にあた

Y16

|

TP+1500m

10YR5/1掲 灰色砂質シル ト

10YR6/1褐 灰色砂質シル ト

5Y6/1灰 色砂質シル ト
牲 下 下 TT+~~― ― コ

m

256Y6/1オ リーブ灰色砂質シル ト

第20図 第 3区 S E104平 断面図(S=1/40)
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Ocm

第21図 第3区  S E104出 土遺物実測図-1

る。64は瓦質土器盤の細片である。復元口径 42.Ocmを測る。65は砥石である。使用面は4面で、

その 1面については2箇所に断面が「 U」字形に窪む筋砥石となっている。石材は流紋岩である。

瓦は平瓦 4点 (66～69)を 図化 した。66は広端部に向って外反気味に反っている。広端部から約1.5

cmに補足粘土が貼 り付けられた痕跡を残す。凹面には糸切 り痕、製作台の痕跡、布 目痕が残る。

凸面には縦位に縄叩きと離れ砂が残る。焼成は良好。色調は淡灰色～黒灰色。67は完形品である。

全長37.2cm、 狭端幅21.5cm、 広端幅25。 2cm、 狭端高7.Ocm、 広端高7.4cm、 厚 さ2.8cmを 測る。凹

面は糸切 り痕と布 目痕が残 り、狭端面から2.4cmに ヘラケズリが行われている。凸面は縦位の縄

叩きと離れ砂。焼成は淡赤褐色～黒灰色。焼成は良好。68は狭端面の一部を欠 く以外は完存 して

いる。全長37.6cm、 狭端幅23.Ocm、 広端幅26.4cm、 狭端高7.8cm、 広端高9.2cm、 厚さ2.5cmを 測る。

くΞ三三こ二三三:[:::::'ライⅢ4     
く三:三:::::::FΞ]三

二
:::::::::ラ

ケ
:1

くてξttEEEEEE][:::::::ライ子7

48

マ 9

＼

導 4   5
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第22図 第3区  S E104出 土遺物実測図-2
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第23図 第 3区  S E104出土遺物実測図-3

-22-



凹面に板ないしは指ナデが

縦位に通る。全面に煤が付

着 してお り、一時期に火熟

を受けたことが推定 され

る。凸面は縦位に縄日「 きと

離れ砂が付着。色調は黒灰

色。焼成は良好。69は広端

部の大半を欠 く。凹面には

糸切 りと布 目痕の他、中央

部に 2名の人物が頭位を相

対する形で描かれている。

瓦二人による戯画と推定さ

れ、全体に表現が雑で幼稚

である。中央部から狭端部

方向に描かれた人物の全容

は明らかであるが、広端部

方向に描かれた人物は腰以

下が欠損 している。共に丸

い顔面に日・鼻・口が表現

されているが全体に不鮮明

である。頸は直線的で、腕

は肩部から上方に大きく開

き、バンザイをした形で表

現されている。腕は手に行

くに従って細 くなるように

表現されてり、手は楓状を

呈している。胴部はワ「形で

やや長く、胴の下部から伸

TP+1500m

N4/0灰色粘土

5Y5/2灰 オリーブ色細砂混粘土

5Y3/2オ リーブ黒色細砂混粘土
卜

「

‐下下十一―――引
m

Y13

|

第24図 第3区  S E105平断面図(S=1/40)

びる足は2本平行する線状で短 く表現されているが足先の表現は行われていない。凸面には糸切

り、縄叩き、離れ砂が残る。色調は淡灰色～黒灰色。焼成は良好である。井戸の帰属時期は12世

紀末が推定される。

S E105(第 24～26図、図版五・三三～二五 )

調査区北部の lc地区で検出した。曲物 +土釜積み上げ井戸である。南北方向に長い楕円形を

呈するもので、東西径260m、 南北径3.15m、 深さ1.58mを 測る。掘方の中央部からやや南に丼

戸側が設置されている。最下段が曲物で、その上部に土釜を積上げるものであるが、調査時点の

記録が不完全で不明である。井戸側上面の幅は38cmを測る。遺物は鎌倉時代前期から中期に比定

される土師器、須恵器、瓦器、屋瓦が多数出土 している。22点 (70～ 91)を 図化 した。70～ 74は土

師器小皿。75。 76は東播系須恵器鉢。77～80は和泉型瓦器椀である。 4点は和泉型で口径13.9～

○
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第25図 第 3区  S E105出 土遺物実測図-1
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第26図 第 3区  S E105出 土遺物実測図-2

-25-



15.5cm、 器高3.6～ 4.5cm、 高台径3.6～ 4.4cm、 高台高0。 2～0.3cmを 測る。扁平な体部に形骸化 し

た高台が付 くもので、見込みのヘラミガキは平行線状が80、 渦巻状が77、 連結輪状が78・ 79であ

る。尾上編年のⅣ-1期。81～ 87は土師器羽釜で井戸狽1に使用されたものであるが、調査時の井

戸側崩壊により各遺物と井戸側との対応は出来ない。81～87は森島編年の河内型A型式で81～84

が13世紀中葉、85～ 87が13世紀後半に比定される。88は キリークの梵字を中心飾 りに持つ梵字唐

草文軒平瓦である。瓦当面の約2/3が残存 している。下外縁を久 くが中央部分で幅3.Ocmを 測る。

凹面は瓦当端から約1.5cmがヘラケズリの他は布 目痕。凸面は縦方向にヘラケズリが行われてい

る。89は行基葺き九瓦である。凹面は布目、凸面はナデが行われている。90。 91は平瓦片である。

90の凹面はナデ。凸面は縄叩きと離れ砂が付着。91の 凹面は糸切 り、布目。凸面は縄叩き、離れ

砂が付着。凹面の前面に煤が付着している。井戸の帰属時期は13世紀後半である。

S E107

TP+1500m

S E106
1 25Y3/1黒 褐色粗砂混粘土

2 10Y4/1灰色細砂混粘土

3 N2/0黒色組砂混粘土

4 10YR4/1褐灰色粘土質シル ト

5 10YR5/1掲灰色粘土質シル ト

6 5Y8/4淡 黄色粘土質シル ト
7 5Y5/1灰色粘土質シル ト

8 N4/0灰 色粘上

S E107
5Y4/1灰 色粗砂混粘土

5Y4/1灰 色細砂混粘土

N3/0暗灰色粗砂混粘上

X13

|

第27図 第 3区  S E106、 107平断面図(S=1/40)
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コ  専 毛 2

S E106(第 27・ 28図、図版六

3cd地区で検出した。東西方向に

半 3長い楕円形を呈する曲物積み上げ井戸
くてて三三EEE]ΞEEE二三多骨:4

で、南部で S E 107を 切つている。東

西径2.37m、 南北径1.70m、 深さ2.04

mを測る。曲物井戸側は掘方のほぼ中

央部に設置されてお り、検出時点で 4

段分が残存 していた。埋土は掘方内が

1～ 7層、井戸側内が 8層で、上部の

堆積状況から丼戸恨Iの上部は抜き取 ら

れたものと推定される。遺物は井戸側

内および掘方内から平安時代末期を中

心とする土師器、須恵器、瓦器、屋瓦

が多数出土 している。 6点 (92～97)を

図化 した。92～ 94が埋土上部層、95～ 第28図 第 3区  S E106出 土遺物実測図

97が曲物井戸側内(8層 )か ら出上している。92～94は土師器小皿である。95～ 97は和泉型瓦器椀

で96が完形品で口径14.7cm、 器高4.8cm、 高台径4.6cm、 高台高0.6cmを 測る。 3点 ともに体部外

面に指頭圧痕が明瞭に残るもので、見込みには平行線状ヘラミガキが行われている。尾上編年の

Ⅲ-1期に比定される。井戸の帰属時期は12世紀後半が推定される。

S E107(第 27・ 29図、図版七・三六・三七)

素掘 り井戸で北端がS E 106に切られている。掘方は、円形状の井戸本体の南に舌状に広がる

部分が付 く二段掘方を呈する。東西幅2.10m、 南北幅2.90m、 深さ1.22mを測る。埋土は細～粗

<墓蓮更匡≡ラ〃
98

Ocm

第29図 第 3区  S E107出 土遺物実測図

0                10cm

趙
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砂を含む 3層から成る。遺物は平安時代末期に比定される土師器、瓦器、中国産磁器、屋瓦がコ

ンテナ l箱程度出土している9点 (98～ 106)を 図化 した。98は土師熙尽皿。99は土師器中皿であ

る。100。 101は瓦器小皿である。見込みのヘラミガキは100が平行線状、101が格子状である。瓦

器椀は4点 (102～ 105)で、全て和泉型である。見込みのヘラミガキは103が粗い格子状、他は平

行線状である。尾上編年のⅡ-3期にあたる。106イ ま中国産青磁碗の細片である。体部内面に蓮

華文が片彫 りされている。横田・森田分類の龍泉窯系青磁椀 I-2a類 にあたる。遺構の帰属時

期は12世紀後半が推定される。

土坑(SK)
総数で20基 (S K101～ 120)を 検出した。分布状

況は散発的であるが、S K103。 105。 107～ 110・

116・ 120。 121の ように丼戸に隣接 して設置され

ているものが多い傾向が認められ、一部は井戸に

付随した施設であつた可能性がある。出土遺物を

掲載した遺構を中心に記載し、その他は一覧表に

示した。

S K102(第 30。 36図、図版二七)

調査区中央部の5bc地区で検出

した。東部が撹乱、北部が側溝によ

り削平を受ける。検出部分で東西幅

2.85m、 南北幅1.35m、 深さ0,34m

を測る。埋土は10YR4/4褐 色細砂混

粘上の単一層である。遺物は平安時

代末期から鎌倉時代初頭に比定され

る土師器、須恵器、瓦器、屋瓦の細

片が少量出土している。 3点 (107～

109)を 図化 した。107は 土師器小皿、

108は土師器中皿である。109は和泉

型の瓦器椀である。やや扁平な体部

に形骸化 した貼 り付け高台が付 くも

ので、見込みに平行線状ヘラミガキ

が施されている。尾上編年のⅢ-2

期に比定される。遺構の帰属時期は

12世紀末から13世紀初頭が推定され

る。

S K105(第 31・ 32図、図版二七)

5・ 6de地区で検出した。不整

円形を呈するもので、北東部でSD

く≡≡副匡≡≡乳 07

詢

第30図 第 3区

・ジ‐０８

④

A

TP+151

1 10YR6/1掲 灰色砂質シル ト

2 10YR5/1掲 灰色砂質シル ト

3 N6/0灰 色粘土質シル ト

4 N5/0灰色粘土質シル ト

5 10BG4/1暗青灰色粘土

A~X25

0         1m

第31図 第 3区  S K105平 断面図(S=1/40)
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108を 切つている。三段掘方を呈するもの

で、北部にテラス部分を有する。東西径2.35

m、 2.35m、 深さ1.28mを測る。埋土は 5

層が断面形状に沿って堆積 している。遺物

は 2層 を中心に平安時代末期に比定される

土師器、須恵器、瓦器、屋瓦、石材が多数

出上 している。9点 (110～ 118)を 図化 した。

110。 111は 土師器小皿。112は土師器中皿

である。1131よ 瓦器小皿である。日縁部の

一部を欠 く。口径9.05cm、 器高2.Ocmを 測る。

見込みには渦巻き状ヘラミガキが施されて

いる。114～ 116イよ瓦器椀である。体部タト面

に僅かにヘラミガキを施す 115と ヘラミガ

キが行われない114・ 116がある。見込みの

ヘラミガキは格子状であ

る。尾上編年のⅢ-1期に

比定される。117。 118は 中

国産白磁碗の細片である。

横田・森田分類の白磁椀Ⅳ

-2類にあたる。遺構の帰

属時期は12世紀末が推定さ

れる。

S K107(第 33・ 34図、図

版八 。二七・二人)

4bc地 区で検出した。

不定形を呈するものでSD
106を切っている。東西幅

3.4m、南】ヒ3.Om、 深さ0.45

mを測る。埋土は粘土を主

体とする2層 (1・ 2層)か

ら成る。遺物は 1・ 2層か

ら平安時代末期に比定され

る土師器、須恵器、瓦器、

国産陶器、中国産白磁、屋

瓦、石材等が多数出上して

おり、 1層からは梵字文軒

丸瓦が出土している。17点

(119～ 135)を 図化した。

TP+150C
A

0

1

117

ul rl18

S K105出 土遺物実測図

―
X17

エ

25Y5/2暗灰黄色細砂混粘上

25Y3/1黒褐色粘土

第33図 第 3区  S K107平断面図(S=1/40)
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第34図 第 3区  S K107出 土遺物実測図

S K108出土遺物実測図

Ocm

ヒ

「

下 下 下 下
~~~二

早
_____―

― ― 一 甲

Cm

第35図 第 3区

119～ 121は土師器小皿。122。 123は 土師器中皿。124～ 126は瓦器小皿。127～ 131は 瓦器椀であ

る。そのうち131が型式的に古 く尾上編年のエー2期、その他はI-3期 にあたる。132・ 133は

土師器羽釜の細片である。134は 中国産白磁碗である。体部内面に櫛描の花文が施文されている。
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横田 。森田分類の白磁椀V4類にあたる。135は 3・

が楕円形を呈する雑な作 りで、タト縁幅が一定でない。

半が推定される。

S K108(第 35。 36図、図版八・二九)

4と 同籠瓦の梵字文軒丸瓦である。瓦当面

色調は赤褐色。遺構の帰属時期は12世紀後

3c地区で検出した。 S E107の西側に近接 している。東西方向に長い楕円形を呈するもので、

東西径2.10m、 南北径1.1lm、 深さ1.28mを 測る。埋土は粘土を主体 とする4層からなる。遺物

は平安時代後期に比定される土師器、須恵器、瓦器、中国産白磁、屋瓦等が少量出土 している。

13点 (136～ 148)を 図化 した。136～ 138は 土師器小皿である。139は 土師器中皿。140～ 143は瓦器

小皿である。見込み部のヘラミガキは渦巻き状が 140、 平行線状が 141～ 143で ある。144～ 146は

瓦器椀である。法量は口径14.5～ 15.4cm、 器高5.2～ 5,45cm、 高台径4.5～ 5.6cm、 高台高0.4～0.6

cmを測る。深 目の体部に「ハ」の字に開く貼 り付け高台が付 くもので、全て和泉型に分類される。

体部は外面が横方向のヘラミガキ、内面は密なヘラミガキで、見込みのヘラミガキは平行線状の

144・ 145と 格子状の146がある。145。 146の裏面に「×」の記号がヘラにより記されている。 3点

共に尾上編年のⅡ-2期 にあたる。147は東播系須恵器鉢の細片である。148は 中国産白磁碗の細

片である。横田・森田分類の白磁椀Ⅳ-2類にあたる。遺構の帰属時期は12世紀中葉が推定され

る。

S Kl10(第 36。 37図、図版九・三〇)

調査区中央部東端の4e地区で検出した。東部は調査区外に至る。検出部分で東西幅1,04m、

南北幅2.75mを測る。断面形状は浅い皿状で、深さは0,17mを測る。埋土は10Y3/1オ リーブ黒

色細粒砂混粘土である。遺物は平安時代後期に比定される土師器、須恵器、瓦器、屋瓦等が少量

出土 している。 4点 (149～ 152)を 図化 した。149は土師器小皿。150。 151は瓦器小皿である。152

は土師器羽釜片である。遺構の帰属時期は12世紀中葉前後が推定される。

S Klll(第 36・ 37図、図版一〇・三〇)

S Kl10の北に隣接 している。東部が調査区外に至る。検出部分で東西幅0.8m、 南北幅1,75m、

深さ0,7mを 測る。埋土は 2層から成る。遺物は 1層から平安時代後期に比定される土師器、須

恵器、瓦器、中国産白磁、屋瓦、石材が少量出土 している。 4点 (153～ 156)を 図化 した。153・

154は 土師器小皿。155は 瓦器椀片。尾上編年のⅢ-1期 にあたる。156イよ東播系の須恵器で、法

量から椀に分類されるものである。森田編年の第Ⅱ期第 2段階にあたる。遺構の帰属時期は12世

紀後半が推定される。

S Kl12(第 36・ 37図、図版一〇・三〇)

調査区北東部の 3e地区で検出した。S D l15を 切っている。不整円形で東西径 1.35m、 南北

径127mを測る。断面形状は浅い皿状で、深さ0.2mを測る。埋土は10YR4/4褐色細砂混粘上で

ある。遺物は平安時代後期に比定される土師器、瓦器、石材が少量出土 している。 3点 (157～

159)を 図化 した。157・ 158は土師器小皿。159は瓦器椀である。尾上編年のⅡ-3期 に比定される。

遺構の帰属時期は12世紀後半が推定される。

S Kl13(第 36・ 37図、図版一―・三〇)

S K l12の西部に近接 している。S P 153～ 156に切られている。不整形を呈するもので、東西

幅2.23m、 南北幅1.73mを 測る。断面形状は浅い皿状で、深さ0.13mを測る。埋土は10YR4/4褐
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ヤ
149

3

150

色細砂混粘上である。遺物は平安時代後期に比定される土師器、瓦器、屋瓦、石材が少量出上し

ている。 3点 (160～ 162)を 図化した。1601よ土師器小皿。1611よ瓦器小皿。162は 土師器羽釜片で

ある。遺構の帰属時期は12世紀後半が推定される。

くて三三ΞttEΞ ttEΞ :::ΞΞ:ラ
タ
子57

154

第37図 第 3区  S Kl10(149～ 152)、 S Klll(153～ 156)、  S Kl12(157～ 159)、 S Kl13(160～ 162)

出土遺物実測図

第2表 第 3区  1面 土坑 (SK)法量表 (単位m)

遺構名 地  区 形 状 東西幅 南北幅 深 さ 埋  土 出土遺物

S K101 隅丸方形 150 022 10YR3/2黒 褐色砂質シルト
土師器、瓦器、
13C前

屋 瓦

S K103 6cd 楕円形 10YR5/2灰 黄褐色砂質シルト
器
前

師
Ｃ

±
‐３

瓦器、石材

S K104 7d 070 10YR3/2黒 褐色砂質シルト
土師器、須恵器、瓦器、
屋瓦
13C後

S K106 6de 019 10YR5/2灰 黄褐色砂質シル ト
土師器、瓦器、陶器、屋
瓦 13C後半

S K109 2 3cd 不整形 370 25Y4/3暗 オリーブ褐色粗砂混
粘土

S Kl14 2d 楕円形 210 25Y3/3暗 オリーブ褐色細砂混
粘土

S Kl15 2c 不整形 130 185

SK桐 6 1・ 2cd 円形 029

S Kl17 le 隅丸方形 105 022 25Y4/6オ リーブ褐色粘土

S Kl18 1・ 2d 不定形 065

S Kl19 ld 円形 75Y5/1灰色細砂混粘土

S K120 lcd

S K121 lc 土師器
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溝(SD)

総数で26条 (S D 101～ 126)を検出した。調査区西部を中心に南北方向に伸びるS D 101～ 103、

112・ 126については、調査区の西側に西水川が存在しているため、西水川と集落域を画する目的

で開削された溝群と推定される。それらの溝に合流する東西方向の溝については、西方に流下す

るもので、集落外へのつF水の役割を果たしたものと推定される。また、屈曲し「 L」 字状を呈す

るS D108。 114に ついては、居住域内の空間を区画する役割を果たしたものと推定される。

出土遺物を掲載した遺構については、本文で記述し、それ以外のものについての詳細は第3表

に示した。

S D101(第 38。 39図、図版一二・三〇)

調査区西端で検出した。緩やかなカーブを描き南北方向に伸びるもので、東部が二段掘方を有

している。検出長35.5m、 最大幅4.7m、 深さ0.39mを 測る。溝の断面形状は皿状で、溝底の南

端部の標高がT.P.+14.351m、 北端部がT,P.+14.376mで ほぼ平坦である。埋土は2層から成るが

そのうち上層の 1層が大半を占める。出土遺物は 1層から平安時代末期に比定される土師器、須

恵器、瓦器、屋瓦、石製品が多数出上している。 8点 (163～ 170)を 図化 した。163は土師器小皿。

164。 165は土師器中皿。瓦器椀は2点 (166・ 167)である。166は体部外面にやや粗いヘラミガキ

が施されている。167は見込みに格子状ヘラミガキが施されている。尾上編年のⅢ-1期に比定

される。168。 169は中国産白磁碗である。168が玉縁状の口縁部を持つもので横田 。森田分類の

白磁椀Ⅳ-2類。1691よ 高台が高 く、口縁部が外折する形態を持つもので、横田 。森田分類の白

TP+1480m

S D101

1 5Y3/4淡 黄色粘土

2 25Y7/8黄色粘質細砂

S D103

IP+1480m

S D103

TP+1500m

S D109

1 5Y6/2灰オリーブ色細砂混粘土

2 5Y5/1灰色細砂混粘土

TP+1500m

S Dl13
1 75Y4/2灰オリーブ色細砂混粘土

2 5Y3/2オ リーブ黒色粘土

3 10Y3/1オ リーブ黒色粗砂混粘土

1 5Y5/1灰 色粗砂混粘土
2 5Y3/1オ リーブ黒色細砂混粘土

P+1500m

1 5Y3/1オ リー

S Dl14

色細砂混粘土

Wttm診%か
~

S Dl14
1 75Y4/2灰 オリープ色細砂混粘土

S Dl17

S Dl17

S D120 1 5Y4/3暗 オリーブ色細砂混粘上

「雨OM%の
物�%%%^〔啄

mm¢斡
^~OM/・

而∞m

s図 硝         l M晴 オリープ色細砂混粘土
早

D罵
々 ォリープ黒色細砂混粘土

1 75Y4/2灰オリーブ色細砂混粘土

第38図 第 3区  S D101、 103、 108、 109、 113、 114、 116、 117、 120、 122断面図(S=1/40)

S Dl13

S Dl16

S D101

S D108 S D109
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第39図 第3区 S D101出 土遺物実測図

磁枕V-3類 に比定される。1701よ 砥石である。上部中央に径 5 cm程 度の穿孔があり、その部分

を境に縦方向に欠損 している。残存部分で長さ12.Ocm、 幅42.5cm、 厚さ1.9cmを 測る。 2面に使

用面が認められ、そのうちの 1面の中央部は窪んでいる。なお、石材が滑石で上部に穿孔がある

ことから温石であった可能性がある。遺構の帰属時期は12世紀後半である。

S D103(第 38・ 40図、図版一二・三―)

S D l12の 東に並行 して

い る。 S D 104。 106・

107。 113。 122～ 124を切つ

ている。検出長36.Om、 幅

1.20m、 深さ0.41mを測る。

埋土は2層で上層が 5Y6/1

灰オリーブ色細砂混粘土、

下層が5Y5/1灰色細砂混粘 第40図 第 3区  S D103出土遺物実測図

上である。出土遺物は上層を中心に平安時代末期から鎌倉時代初頭に比定される土師器、瓦器、

屋瓦等が少量出上している。 6点 (171～ 176)を 図化した。171は土師器小皿。172。 173は 土師器

中皿の細片である。174は 瓦器小皿。見込みに平行線状ヘラミガキが施されている。175。 176は

和泉型瓦器椀である。175は容部外面に横方向のヘラミガキが施されている。176は 口縁部を欠

く。見込みに平行線状ヘラミガキが行われている。尾上編年のⅢ-1期に比定される。遺構の帰

属時期は平安時代末期から鎌倉時代初頭 (12世紀末から13世紀初頭)である。

S D108(第 38。 41図、図版三―)

調査区中東部の5de地区で検出した。東西方向に伸びるもので、西端はS K 105に切られて

いる。検出部分で長さ3.30m、 幅0.95m、 深さ0.35mを測る。断面形状は台形状で、埋土は2層

からなる。出土遺物は平安時代末期から鎌倉時代初頭の上師器、須恵器、瓦器、屋瓦、石材等が

少量出上している。瓦器椀 3点 (177～ 179)を 図化した。 3点 とも椀形の体部に高台高の低い貼付

け高台が付 くもので、口径13.8～ 15.5cm、 器高4.35～ 4.7cm、 高台径4.6～ 5,Ocm、 高台高0,3～0.5

cmを 測る。体部外面にヘラミガキが行われない段階のもので、見込みには平行線状ヘラミガキが

行われている。タト面のヘラミガキを欠くが法量等からみて尾上編年のⅡ-1～ 2期に比定される。

遺構の帰属時期は12世紀末から13世紀初頭が推定される。

く こ 互 望 璽 ≡ ラ 名 63

~71
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S D109(第 38・ 41図、図版一二 。三―)

S D108の北に隣接 して並行に伸びる。東端が S E102、 西端が S E 1011こ 切られている。検出

長250m、 幅0.60m、 深さ0.34mを 測る。埋土は5Y3/1オ リーブ黒色細砂混粘土である。出土遺

物は平安時代後期に比定される土師器、須恵器、瓦器、屋瓦等が極少量出土している。7点 (180

～186)を 図化した。180～ 182は 土師器小皿の細片である。183・ 184は瓦器椀で共に底部のみが残

存している。見込みに格子状ヘラミガキが施文されている。185は東播系の須恵器鉢 (片 口鉢)の

細片である。復元口径30cmを測る。森田編年の第 I期第 2段階に比定され、12世紀後半のものと

推定される。186イよ戻斗瓦と推定される。両端を欠くが、幅は平瓦を半裁した大きさよりやや小

さいもので、幅10.5cm、 厚さ2.7cmを 測る。凹面に糸切 りと布目痕、凸面に縄H「 きが施されている。

出土遺物からみて、遺構の帰属時期は平安時代後期 (12世紀後半)が推定される。

S Dl13(第 38。 42図、図版三二)

調査区北中部の3b地区で検出した。北東―南西に伸びるもので、東部が S E106。 107、 西端

が S D103、 南部が S K108に切られている。西部に行 くに従って幅を減じており、検出部分で長

さ10.2m、 幅0。 7～3.lm、 深さ0.6mを測る。埋土は粘土を主体とする3層から成る。出土遺物

は平安時代後期を中心とする土師器、瓦器、屋瓦が多数出上している。 9点 (187～ 195)を 図化 し

た。187・ 188は 土師器小皿である。189～ 191は瓦器小皿で、190'191がほぼ完形である。口縁部

が斜上方に伸びる189と 外反する190。 191がある。見込みには平行線状ヘラミガキが施されている。

192・ 193は和泉型瓦器椀である。型式的には192が古 く尾上編年のⅡ-2期、193が エー3期に比

定される。194は東播系須恵器片口鉢の細片で、復元口径27.3cmを 測る。森田編年の第Ⅱ期第 2

0
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第41図  第3区  S D108(177～ 179)、 S D109(180～ 186)出土遺物実測図
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Ocm

第42図 第3区 S Dl13出 土遺物実測図

段階にあたる。195は 土師器羽釜の細片である。森島編年の河内産A型式に比定される。193の 瓦

器椀から勘案 して廃絶時期は12世紀後半が推定される。

S Dl14(第 38・ 43図、図版三二 。三三 )

第43図 第 3区  S Dl14出 土遺物実測図

陶器、屋瓦が少量出土 している。4点 (196～ 199)を 図化 した。196は土師器小皿である。完形品

で口径8.6cm、 器高1.2cmを測る。197・ 198は和泉型瓦器椀である。尾上編年のⅡ-3期 に比定さ

れる。199は 土師器羽釜の細片である。森島編年の河内産A型式に比定される。遺構の帰属時期

は12世紀後半が推定される。

S Dl16(第 38・ 44図、図版一三・三三)

調査区北東部の2de地区で検出した。東西方向に伸びるもので、S Dl17。 118を切 り、SK
109。 S P163・ 164に切られている他、東部は調査区外に至る。検出部で長さ4.7m、 幅2.5mを

測る。断面形状は皿状で深さ0.2mを 測る。埋土は7.5Y4/2灰オリーブ色細砂混粘上の単一層で

ある。出土遺物は鎌倉時代初頭に比定される土師器、須恵器、瓦器、国産陶器、中国産磁器、屋

瓦が多数出土している。 9点 (200～ 208)を 図化した。200～ 2031よ土師器小皿。204は瓦器小皿で

調査区中東部で検出した。幅0.7

m程度の小溝で、東から西に約4.5

m伸びた後、屈曲して南に約5.6m

伸びるもので、南端で S D 104と 合

流している。断面形状は皿状で深さ

0,15mを 測る。埋土は7.5Y4/2灰 オ

リーブ色細砂混粘上の単一層であ

る。出土遺物は平安時代後期を中心

とする土師器・須恵器、瓦器、国産

ヤ 96

0                10銅
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見込みに平行線状ヘラミガキが行われている。205・ 2061よ 和泉型瓦器椀である。共に見込みには

平行線状ヘラミガキが行われている。205が尾上編年のⅢ-2期、206がⅢ-1期に比定される。

207は土師器羽釜である。森島編年の河内産のA型式に比定される。208は 瓦質鉢片である。大形

品で厚い器壁を持つ。時期幅のある遺物が出土しているが、最も新しい遺物からみて遺構廃絶時

期は13世紀前半が推定される。

S Dl17(第 38。 45図、図版一三・三三)

調査区北東部で検出した。南北方向に伸びるもので、北部で二方向に分岐している。北端でS

D l19を切 り、南端でS Dl16に切られている。検出長2.95m、 幅1.65mを測る。断面形状は皿状

で深さ0.18mを測る。埋土は5Y4/3暗オリーブ色細砂混粘土の単一層である。出土遺物は鎌倉時

代初頭を中心とする土師器、須恵器、瓦器、屋瓦が多数出上している。 3点 (209～ 211)を 図化し

た。209は土師器小皿。2101よ土師器中皿。2111よ 和泉型瓦器椀。見込みに平行線状ヘラミガキが

行われている。尾上編年のⅢ-2期に比定される。遺構の帰属時期は12世紀末から13世紀初頭が

推定される。
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第44図 第 3区  S Dl16出 土遺物実測図

13シ 2∞

S Dl17(209～ 211)、 S D120(212)、 S D122(213～219)出土遺物実測図
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S D120(第 38。 45図、図版三四)

調査区北東部の 1・ 2d地区で検出した。東西方向に伸びる小溝で、全長2.4m、 幅0.4m、 深

さ0.lmを 測る。埋土は5Y4/3暗オリーブ色細砂混粘上の単一層である。出土遺物は平安時代後

期の土師器、須恵器、瓦器が極少量出上している。瓦器椀 1点 (212)を 図化した。口縁部の一部

を欠く以外は完存している。口径15,3cm、 器高5.2cm、 高台径5.5cm、 高台高0.4cmを 測る。尾上

編年のⅡ-3期に比定される。遺構の帰属時期は12世紀後半である。

S D122(第 38・ 45図、図版三四)

調査区北部の 1・ 2bc地区で検出した。幅0.6m程度の小溝で、西から東に約2.8m伸びた後、

屈曲して南に約4.95m伸 びるもので、西端が S D103、 屈曲部分が S Kl16イこ切られている。埋土

は5Y3/2オ リーブ黒色細砂混粘上の単一層である。出土遺物は平安時代後期の上師器、須恵器、

瓦器、屋瓦が少量出土している。 7点 (213～219)を 図化 した。213～ 2151よ土師器小皿である。

216・ 217は瓦器小皿である。218・ 2191よ 瓦器椀である。尾上編年のI-3期 に比定される。遺構

の帰属時期は12世紀後半である。

第3表 第3区 第1面 溝(SD)法量表(単位m)

小穴 。柱穴(SP)
総数で87個 (S P 101～ 187)を 検出した。調査区南部で検出したS P 101～ 103の 3個 を除けば、

調査区の中央部から北東部にかけて密集した分布状況が窺える。平面の形状は円形、不整円形、

楕円形、不整形がある。法量としては径0.10～ 1.20m、 深さ0.02～ 0.30mを測る。そのうち出土

遺物が出土したものは、 S P101。 102・ 105・ 113。 114。 116。 119・ 120・ 123・ 125。 127・ 137～

139。 141・ 143・ 144・ 146・ 149～ 151・ 153・ 157・ 158である。出土遺物を掲載したのはS P 144

である。各小穴の法量等の詳細は第4表で示した。

遺構名 地  区
全長

(検出長)

幅
(最大)

深 さ 埋   土 出土遺物

S D 102 lb-8b 359 5Y7/6黄色シルト質粘土
土 師器・須恵器・瓦器・

屋瓦・中国産磁器・石材

S D 104 3e-8a 295 070 038 10YR4/2灰 黄褐色砂質シルト 土師器・瓦器・屋瓦

S D 105 7・ 8bc 035 5Y7/6黄色シルト質粘土 土師器・瓦器・屋瓦

S D 106 4a-4e 17.5 065 040 土師器・瓦器

S D 107 6e 152 土師器・瓦器・屋瓦

S D l10 78e

S D lll 7cd

SD lb-5・ 6b 器師
瓦

土
屋

須恵器・瓦器・

S D l15 2・ 3d-3e 75Y4/2灰オリーブ色細砂混粘土
土師器・瓦器 。国産陶器・

屋瓦

S D l18 1・ 2e 5Y4/3暗 オリーブ色細砂混粘土

SD lde 320 土師器・瓦器

SD 瓦器

SD 2bc 250 5Y3/2オ リーブ黒色細砂混粘土

SD 040

SD 4・ 5a 5Y4/3暗 オリーブ色細砂混粘土

SD lb-4a 035 5Y7/6黄色シルト質粘土
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S P144出土遺物 (第46図、図版一三・三四)

瓦器小皿 2点 (220。 221)を 図化 した。共に完形品で、220

は口径9.05cm、 器高2.lcm、 2111よ 口径8,5cm、 器高2.lcmを 測

る。口縁部外面は共にヨコナデ。底部外面は220が ナデ、221

が指頭圧痕を残す。見込みのヘラミガキは220が平行線状、

221が乱方向である。色調は灰色で焼成は良好である。12世

紀後半が推定される。
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第46図 第 3区 S P144出 土遺物

実測図

第 4表 第 3区 第 1面 小穴・柱穴(SP)法量表 (単位m)

遺構名 地  区 平面形 長 径 短径 深 さ 埋  土 出土遺物

S P101 7b 円形 035 10YR2/2黒褐色細砂混粘土 土師器・瓦器

S P102 7bc 楕円形 045 土師器・瓦器

S P103 8d 不定形 (020) 035

S P104 7d 円形 040

S P105 4c 楕円形 土師器・瓦器

S P106 円形 030 031

S P107

S P108 020 007

S P109 030 025

S Pl10 025 025 015

S Plll 025

S Pl12 4b 029

S Pl13 4bc 045 瓦器

S Pl14 4c 020 006 土師器

S Pl15 楕円形 035

SP 4bc 025 土師器・瓦器

SP 4b 025

SP 円形 012

SP 040 瓦器

SP 3bc 土師器・瓦器・陶器

SP 4c 027 025

SP 3・ 4c 楕円形

SP 円形 022 020 008 土師器・瓦器

SP 3c 023

SP 4c 032 008 須恵器・瓦器

SP 楕円形

S P127 不整円形
土師器・瓦器 13C中
～後半

SP 楕円形 020 0.09

SP

SP 円形 025 028

SP

SP 不整円形 002
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遺構名 地  区 平面形 長径 短径 深 さ 埋   土 出土遺物

S P133 4c 円形 022 020 013 10YR2/2黒褐色細砂混粘土

SP,34 楕円形

SP 円形 022

SP 007

SP 008 土師器・瓦器

S P138 020 020 土師器・瓦器

S P139 035 007 土師器・瓦器

S P140 4d 025

S P141 025 025 土師器・瓦器

S P142 精円形 035 024

S P143 4e 円形
土師器・須恵器・瓦器・

中国産磁器

S P144 3e 095 土師器・瓦器

S P145 楕円形

S P146 隅丸方形
土師器・須恵器・瓦
器

S P147 楕円形

S P148 円形 065 020

S P149 不整形 土師器・瓦器

S P150 円形 035 030 土師器・瓦器

S P151 不整形 050 土師器

S P152 円形 025 025

S P153 楕円形 075 土師器・瓦器

S P154 025 020 006

S P155 円形 057 土師器・瓦器

S P156 026

S P157 楕円形 土師器

S P158
土師器・瓦器 。中国
産磁器

SP 円形

SP 2c 楕円形 070

SP 円形 030

SP 005

SP 045 022

SP 2de

S P165 2d 035

SP 土師器

SP 楕円形

S P168 円形

S P169 楕円形

S P170 022 021

S P171 円形

S P172 2e 楕円形 004

S P173 le 042

S P174 ld 017

S P175 le 不整形 055 瓦 器
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遺構名 地  区 平面形 長径 短径 深 さ 埋   土 出土遺物

S P176 le 円形 10YR2/2黒 褐色細砂混粘土

S P177 楕円形 045 035
土師器・須恵器・瓦器・

屋瓦・石材

S P178 ld 円形

S P179 2d 020

S P180 008

S P181 055 016 土師器

S P182 ld 土師器

S P183 1・ 2c 025 023

S P184 土師器

S P185 3de 不整形 055 土師器・瓦器

S P186 楕円形

S P187 円形 025

第 2面 (第47図、図版一四 )

第 1面 を検 出 した第 2層か ら約0.28m下部に存在する第 3層上面で検出 した。古墳 時代中期 を

中心 とする小穴 3個 (S P201～ 203)を検出 した。

/Jヽ穴 (SP)
S P 201-203

第 3区南部の 6。 7c地 区で検出 した。 3点 ともに楕円形 を呈するもので、径0.2～0.4m、 深

さ0.lmを 測 る。埋土は褐色系の粘上の単一層である。内部か ら遺物は出土 していない。
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第 4章 まとめ

今回の調査では、第 1面で平安時代後期から鎌倉時代中期、第 2面で古墳時代中期に比定され

る遺構・遺物を検出した。なかでも、第 3区の第 1面では、西部で検出された南北方向に伸びる

溝群の東側に12世紀後半から13世紀中葉にわたって継続した層住域を構成した、数多 くの遺構が

検出されている。これらの遺構からは、当該期の日常雑器が多量に出土した他、単独ないしは井

戸側に転用された形で平安時代後期を中心とする屋瓦が多量に含まれていた。このような調査結

果を受けて、調査時点では太田遺跡として周知されていたが、平成13年度以降には、太田遺跡範

囲の大和川以南については津堂遺跡とし、そのうち屋瓦が出土した地点については、小字名から

塔ノ本廃寺として認定される等の成果が得られている。

本調査地周辺においては、当調査研究会の他、大阪府教育委員会、藤井寺市教育委員会により

発掘調査が実施されており、縄文時代後期以降の遺構・遺物が検出されている。以下、今回の調

査で検出された古墳時代中期ならびに平安時代後期から鎌倉時代中期を中心に、既往調査成果か

ら当該期の集落推移を概観する。

古墳時代中期

古墳時代中期のものとしては、 3区の第 2面で検出している。

調査地の西部に位置する府82-1では、南北方向に蛇行して伸びる自然河川が 1条検出されて

いる。検出部分で最大幅が 12～ 16m、 深さ3.5mを 測るもので、出土した遺物の時期分布の偏在

傾向から古墳時代前期後半 (布留式新相)か ら古墳時代中期後半(5世紀後半)ま での存続が想定さ

れる。この河川の西肩に並行 して検出された溝(WT S D04)が、田辺編年のT K208型式(5世紀

中葉)時期のものであるため、この自然河サ|十 の西側付近に当該期の集落域が想定される。

一方、調査地より東部においては、府86-1の第 2調査面で、大規模な土坑を伴う居住域が検

出されてり、T K 208型 式(5世紀中葉)時期の土師器 。須恵器・製塩土器・滑石製品等の豊富な

遺物が出上している。以上から、府82-1で検出された自然河川を挟んで当該期の集落域が東西

に展開していたことが想定される。

平安時代後期から鎌倉時代中期

当該期の居住域は、本調査の西側で実施された府82-1調査地および南東側で実施された府86

-1調査地、T D86-1調査地を含めて、現時点では東西約230m、 南北約260mの範囲で当該期

の居住域が確認されている。集落域の存続期間は11世紀後半から13世紀中葉である。この期間の

集落域の変遷を概ね、①■世紀後半から12世紀前半、②12世紀中葉から13世紀初頭、③13世紀前

半から13世紀中葉の3時期に区別して、居住域の移動および衰微の変遷を以下、通観 してみる。

①ll世紀後半から12世紀前半

当該期においては、府82-1調査地北部の第14～ 18ト レンチを中心とする居住域と、同調査地

南部の第3ト レンチを中心とする居住域がある。 トレンチ調査のため、調査成果が断片的で資料

の制約があるが、第14～ 18ト レンチを中心とする居住域は、大規模な掘立柱建物群を中核とする

建物構成で、東は南北に伸びる溝で画されている。南部においては、第13ト レンチ付近が南限と

されている。この第13ト レンチでは坪境を区画する近世時期の溝が東西方向に伸びており、当地
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第48図 調査地周辺復元条里区画と小字名図(S=1/2500)

における条里区画の施行が当該期にまで遡る可能性があるとすれば、居住域の南限区画の基準に

なった可能性がある。

また第18ト レンチからは、多重に重ねた曲物と最上段に縦板組横桟どめを井戸側に使用 した12

世紀前半の井戸 (S E01)が検出されている。そのうち、曲物井戸側の4～ 6断面と8段 目に墨書

が書かれていた。 4～ 6段には「謹解申雑物進上名簿帳事合イ百柴拾玖人平将胤絹百疋源親方穀二

百疋藤原宗興練三百疋」、 8段 目には「康和四年四月十三日守丸」が記されていた。4～ 6段の内

容としては、平将胤、源親方、藤原宗興の三人が179人 を代表して絹、穀織、練等の絹織物を進
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上した内容が記載されている。 4～ 6段 目と8段 目の筆跡が異なるため、進上の内容が康和四年

(1102年 )であったかの正否は不明であるが、当該期の荘園経営の一端を推定するうえで貴重な史

料と言えよう。

一方、第 3ト レンチを中心とする居住域は、第3ト レンチのS E01を 中心とするもので、遺構

の配置から見て、調査地の西部一帯に展開したものと推定される。

②12世紀中葉から13世紀初頭

12世紀中葉では、前代の居住域に近接する府82-1調査地の第20ト レンチを中心とする北西端、

ならびに南西部の第 1ト レンチ付近で検出されている程度で、集落規模は前代に比して衰微傾向

が窺われる。

続く、12世紀後半から13世紀初頭においては、①～③時期を通じて最も居住域が拡大・分散す

る時期にあたる。現在、八尾市と藤井寺市の市境を区画して南北方向に流下する西水川の古流路

が、本調査の第 3区の西部で検出されており、少なくとも当該期にはこの自然河川が存在 したこ

とが推定される。当該期の居住域は、この自然河川を挟んで、西岸では府82-1調査地南部の第

1ト レンチ付近、藤井寺市のNXS― Ⅱ調査地 (西集落)、 東岸では本調査の第3区ならびに府86

-1調査地 (東集落)で検出されている。

なお、T D86-1調査地では、条里地割の坪境を画する12世紀後半の区画溝が検出されてお り、

条里区画に沿った開発が実施されていたこが窺われる。なかでも、本調査の第 3区ならびに府86

-1調査地、T D86-1調査地を包括する東集落の遺構周密度が高 く、中心的な役割を果たした

居住域であったことが推定される。

一方、塔ノ本廃寺に関連するものとしては、本調査の第 1・ 3区を中心に屋瓦類が多数出土 し

ている。12世紀代を中心とする屋瓦が中心で、この時期に新たに建立された寺院と考えられる。

近藤康司 (近藤1991)に よれば、平安時代後期に新たに建立される寺院については、伽藍が整備さ

れたものでなく、集落内寺院と言うべき小堂を一棟程度建立する小規模なものが多いとされてお

り、塔ノ本廃寺についても、このような性格を持つ寺院であったと推定される。第 3区で検出し

た12世紀末に比定されるS E 104に塔ノ本廃寺の屋瓦が井戸側に使用されているため、この時期

には既に廃絶していたことが推定される。

③13世紀前半から中葉

居住域としては、前代から引き続き東集落を中心に展開している。

東集落を構成する府86-1調査地、T D86-1調査地付近では、一町四方が溝で画された区画

内に掘立柱建物群を配する集落形態が執られている。さらに、府86-1区調査地では、南側を除

く三方に「コ」の字形に溝を設け、南側が柵列で区画された東西約17m、 南北約16mの範囲に掘

立柱建物を配する13世紀前半の方形居館が存在 している。西側の区画が小字「殿本 (と のもと)」

であることから、荘園領主の居館であった可能性が推定される。このような方形区画を有する居

館の成立は、中井均氏 (中 井1991)に よれば近畿地方では12世紀後半に出現したとされている。た

だ、本例の区画溝は幅2m前後のもので、さらに溝と建物の間が接近しており、防御を目的とし

た土塁を持たない小規模なもので、主郭に付随した副郭的な性格の居館であったと推定される。

この居館跡の北部には、壮年期の女性を横臥屈葬した同時期の土娠墓が 1基検出されており、屋

敷地の北辺の坪境周辺に屋敷墓が設けられていたことがわかる。
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以下、①から③期に亘るこれら集落域の推移と周辺に存在した荘園との関係を推定してみたい。

当該期においては、調査地一帯は『和名類衆抄』国郡部による郷名では、丹北郡東部から志紀

郡西部にあたる。棚橋利光氏による F八尾の条里制』 (棚橋1983)に よれば、郡単位の条里坪付か

ら見て、丹北郡東端と志紀郡西端の郡界付近には1町分の間隔があるとされている。一方、西宮

秀紀 F藤井寺市史』 (西宮1997)で は、この 1町部分を丹比郡十条に入れられている。古代末から

中世時期の郡界については、明確にし難い面があるが、推定される条里区画からみて八尾市域内

の津堂遺跡、塔ノ本廃寺の範囲は丹北郡の九・十条から志紀郡の五条にあたるものと推定される。

そのうち、大半を占める志紀郡内の条里呼称については、永久四年(1072)九月五日の太政官牒の

中で、志紀北条と南条の記載があり、南北に長い条里区画を南北で三分する呼称方法が取られて

いたようである。現在の藤井寺市北東部の北條町付近が旧村名では北条村にあたるため、この付

近から北の地域を志紀北条、それより南を志紀南条とした場合、八尾市域の津堂遺跡 。塔ノ本廃

寺一帯は志紀北条の南西部にあたると推定される。

平安時代中期以降、全国的に国衛の支配を離れた荘園が多数形成され、公領 。公田が減少し、

私領化・荘園化が進行する趨勢にあった。このような荘園化に対して、しばしば朝廷 。政府から

の荘園整理令が発令されている。なかでも、延久元年(1069)に後三条天皇が実施した荘園整理令

は大規模なもので、社領・寺領が衰退を余儀なくされたようである。本調査地を含む志紀郡にお

いても、永久四年(1072)九月五日の太政官牒によれば、志紀北条 。南条にあった石清水八幡宮の

田地十八町余りを始め9箇所が「籠作公田」として収公されている。その他、嘉承元年(1106)十

月には、東寺が国司により収公された志紀郡内の荘田約二四町の返還を朝廷に訴え受理されてい

る。このように、志紀北条 。南条には、大寺社の荘園が数多く存在し、延久元年(1069)の荘園整

理令以降においては、荘園経営に何らかの影響を与えたことが推察される。他にも、当該期の志

紀北条一帯には、醍醐寺、興福寺、薬師寺別当領、安楽寿院等の荘園の存在が想定される。

棚橋利光氏は『八尾の条里制』の志紀郡条里のなかで、石清水八幡宮領の荘園には八幡宮が勧

請された可能性が高いと言う前提で、八尾市太田にある太田八幡宮、藤井寺市小山の津堂二の九

にあった八幡神社から、石清水八幡宮の志紀北条の領地については、これらの人幡宮付近であっ

たものと想定されている。当調査地一帯は、正にその付帯条件を備えた地点であり、調査成果か

らみても蓋然性が高いものと考えられる。①の時期とした府82-1調査地を中心とした11世紀後

半から12世紀前半の居住域がこれらに関連する可能性があり、曲物に記された墨書内容が、延久

元年(1069)の荘園整理令以降の荘園経営の実態を示すものと推定される。しかし、保元三年(1158)

の官宣旨にはその名を残しておらず、この時期までには志紀北条内の石清水八幡宮の荘園機能が

停止していたようである。

続く、②12世紀中葉から13世紀初頭時期は最も集落域が拡大する時期である。同時期の荘園は、

仁平四年(1154)の 『醍醐寺雑事記』によれば、醍醐寺領が「郡庄田五十町 志紀南五十三町五段

三百八十歩 同北五十六町五段六十歩」あったとされている。

当該期においては、居住域の拡大傾向に相応して、本調査地 1区付近に塔ノ本廃寺とされる集

落内寺院の成立をみている。塔ノ本廃寺の創建瓦としては、梵字曼陀羅文軒九瓦と梵字唐草文軒

平瓦の組み合わせが想定される。屋瓦からみて真言宗系を宗旨とする寺院であったと推定され、

塔ノ本廃寺の北側に隣接する小字「高野所」についても、このような宗教的な関係で名付けられ
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た小字名であった可能性がある。したがって、本調査地一帯で検出されている当該期の居住域が

醍醐寺領の志紀北荘の荘園を管理 した領主・荘民の集落であった可能性が推定される。

一方、塔ノ本廃寺の創建瓦のうち梵字曼陀羅文軒丸瓦については、蓮華文八弁に胎蔵界員陀羅

の中台八葉院を梵字で表したもので、同意匠のものが塩穴寺 (堺市)、 観心寺 (河内長野)、 当麻寺

(香芝市)か ら出上している。梵字唐草文軒平瓦については、キリークの梵字を中心飾 りに持つも

ので、市本芳三氏分類 (市本2001)の 梵字唐草文」-6に分類され、日置荘遺跡 (堺市)、 岡2丁 目

遺跡 (松原市)、 はさみ山遺跡 (藤井寺)か ら同範のものが出土している。塩穴寺、観心寺は寺院跡

から出上のもので、松原市岡2丁 目地点出上の瓦も近接した法源寺のものと推定されている。塩

穴寺を除けば、いずれも創建時期は真言宗系を宗旨とする寺院であり、塩穴寺についても平安時

代後期においては観心寺領であった関係から梵字員陀羅文軒丸瓦が採用されたものと推定され

る。

このように、創建瓦の意匠分布の偏在性から勘案すれば12世紀中葉から後半時期において、荘

園管理領主と観心寺に関連した屋瓦供給集団との間に、何らかの有機的な関係があったことが推

定されよう。

③13世紀前半から13世紀中葉においては、府86-1調査地およびT D86-1調査地周辺で条里

区画に規制された空間に、方形区画の荘園領主の居館が出現しており、散村から集村景観を持つ

集落形態へ移行したことが窺われる。

註記

註 1・ 承安二年 (1172)『佐伯景弘持経者注進状』の丹比郡松原の法源寺

西川寿勝他 1993『 岡2丁 目所在遺跡発掘調査概要報告書―松原市岡2丁 目所在―』大阪府教育委員会

・大野 薫他 1986『松原市観音寺遺跡 第2次発掘調査概要 近畿自動車道和歌山線建設に伴う埋蔵文

化財発掘調査概要報告書』大阪府教育委員会 。
(財 )大阪文化財センターでは観音寺に比定されており、

真言宗の寺院とされている。
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第 3区  S E101(8～ 15)、 S E102(16～ 18・ 23・ 24)出 土遺物
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第 3区  S E102(25～ 28)、 S E103(29～ 32)出 土遺物
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第 3区  S E103(33～ 41)出土遺物
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第 3区  S E103(42・ 43)、 S E104(44～ 50・ 52・ 54～ 57・ 60)出 土遺物
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第 3区 S E104(61～ 65)出 上遺物
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第 3区 S E104(66～ 68)出 上遺物
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第 3区 S E104(69)出土遺物



図
版
二
三

82

第 3区  S E105(70～ 74・ 76～ 78・ 81・ 82)出 土遺物
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第 3区  S E105(79・ 80・ 83～ 88)出 土遺物
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93

第 3区  S E105(89～ 91)、

97

S E106(93・ 94・ 96・ 97)出 土遺物
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第 3区 S E107(98～ 104)出 土遺物
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第 3区  S E107(105・ 106)、 S K102(107～ 109)、

出土遺物

112                                                     127

S K105(110・ 112・ 113・ 115・ 117・ 118)、 S K107(127)
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第 3区  S K107(131～ 135)、 s K108(136～ 141)出 土遺物
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第 3区 S K108(142～ 146・ 148)出 土遺物
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第 3区  S Kl10(151)、  S Klll(153～ 156)、 s Kl12(157～ 159)、 s Kl13(160～ 162)、 S D101(164・ 165・ 168

～170)出 土遺物
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S D108(177・ 179)、 S D109(180～ 186)出 土遺物第 3区 S D103(171～ 176)、
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第 3区  S Dl13(187～ 193・ 195)、 S Dl14(196)出 土遺物
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第 3区  S Dl14(197・ 199)、 S Dl16(200～ 204・ 207・ 208)、 S Dl17(209～ 211)出 土遺物
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第 3区  S D120(212)、 S D122(213・ 216・ 218)、 S P144(220・ 221)出上遺物
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調査面積
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査

因

調

原
市町村 遺跡番号

太田遺跡

(第 1次調査)
大阪府八尾市太田九丁目 27212 70

４

　

５

　

１

19910128

19910323

*91,000ョ 苫 調整池等建設

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

太田遺跡

(第 1次調査 )

集落 古墳時代中期 小穴 土師器・須恵器

集落 平安時代後期～鎌倉時

代中期

井戸・土坑・溝・小穴・

柱穴

土師器・須恵器・瓦器・

中国産磁器・屋瓦・石

製品

約要

古墳時代中期においては、小穴および遺物包含層を確認している。平安時代後期から鎌倉時代中期 (11

世紀後半から13世紀中葉)|こ ついては、居住域に関連した遺構が密集して検出されている。また12世紀

代に比定される、梵字員陀羅文軒丸瓦、梵字唐草文軒平瓦が出土しており、この時期に建立された集落

内寺院が想定される。なお、平成13年度以降、調査地点付近は津堂遺跡・塔ノ本廃寺に遺跡名が変更さ

れている。
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